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1　はじめに

1-1　研究の背景
2016 年の児童福祉法等の改正では、児童の主体的な権利が明示され、子どもの養育は保護者のみな

らず地域社会、すなわち社会全体で担い協働する「子育ての社会化」が示された。また、児童虐待の問

題では、2000 年の児童虐待防止法施行以来、改正を重ねたが、児童相談所における虐待相談対応件数

は増加し続け、対策を強化せざるをえない状況にある（厚生労働省 2019）。かつて子育ては地域社会の

地縁のなかで、主に 3世代の拡大家族の血縁を基礎とした地域共同体で営まれてきた。それは、現代社

会における核家族での子育て、すなわち主たる養育者が両親か母親に限定され、閉ざされた関係のなか

での単相的な育児とは異なり、地域社会に開かれた多様な人々と直接的又は間接的な関わりのなかで

営まれる複相的な育児であったといえる1。複相的育児とは、子産み子育ての文化が地域社会で伝承さ

れ、子育てに必要な知識や技能を「暗黙知」として内包しながら、人々が協働で子どもを育てる「子

育ての社会化」の状況といえるだろう。森他（2010）は、「暗黙知」が経験や実践によって獲得した技

能や知識に限らず、状況に応じて対処する知恵やカン・コツといった言葉では表現しづらい内容を含

み、伝統技能の領域において現代もなお伝承の中核にあるとしたうえで、「暗黙知」を子育て支援研究

に適用した。また、徒弟制での学びや支援構造においても、「密接なかかわりを通して価値観、技能、

身ごなしなどを偶然に取り込む」ように学ぶ姿が、「日本の母 - 子のかかわり合いの中によく見られる」

（Roogff , B. 2003: 426）とされている。例として、日本の伝統的な里帰り出産における「娘が母を師匠

とした見習いを通して育児を模倣して学ぶ姿」（小林 2010：37）に、母から娘への子育ての「暗黙知」

の伝承を見ることができる。

核家族化と少子化が進む現代社会で増加する子ども虐待の背景に、子育てを担う親たちが地域社会

で周縁化し、社会関係と切り離され生活困難に陥った家族の危機的状況がある。そこには、かつて地
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域社会で共有された子育ての「暗黙知」の伝承が途絶え、子育てに必要な家事・養育・対人関係のス

キル（以下、子育て生活スキル）をもてずに、子どもの養育に困難をきたし自己肯定感を低下させ、支

援を求めることを躊躇う母親の姿がある（西岡 2020）。特に、ひとりで育児を担う母子世帯では、悩み

が多い母親ほど自己肯定感が低くなり、相談ができずに支援につながらない実態が示されている（清

水 2016）。母子生活支援施設利用者を対象にした調査では、子育ての知識も経験もないまま母親になら

ざるをえなかった事情があることや、4割以上の施設が母親の養育スキルを支援の課題としてあげたこ

とが示されている（厚生労働省 2011；2014）。地域の子育て支援においても、母親たちは育児知識・技

術に関する支援を求めていることが明らかにされている（黒田他 2019）。従って、子どもの養育が充分

に果たせず自己肯定感の低下によって、社会関係を取り結ぶ力を奪われた母親が、地域社会を送るなか

で適切な支援を求めることができるようエンパワーメントするには、地域に暮らす人々の関係性のなか

で、子育てに必要な生活スキル等を習得し、自己肯定感の回復を促す土壌を地域社会に生成する必要が

ある。

一方で、継承者不足に歯止めをかけ技能伝承を実践する伝統芸能の領域では、次世代の継承者が地域

の支援的な関係のなかで、日々の「稽古」に励み、地域社会で上達を承認されることによって、自己肯

定感を高め自立する機能が明らかにされている（西尾 2006）。また、伝統技能を「暗黙知」において伝

承する「稽古」には、継承者の社会化や主体性を促し、型を受け継ぎながら個性が引き出される等の教

育的価値も含まれ、技能の習得に人格的な成長が伴うことが示されている（住岡 2015）。生田は、伝

承-継承の文脈にケアの概念を導入し、伝承者が自身の生活経験を背景に、「媒介物である『教える（学

ぶ）内容』と独自のケアリング関係」を形成し、継承者も同様に「独自のケアリング関係」を形成す

るという、「相互の独特な、情動的な要素を含み込む認識の変容を基盤としたケアリング関係」の構築

を見出した（生田 1987：190-192）。伝承者と継承者が技能や「わざ」を媒介し「独自のケアリング関

係」を形成し新たな役割を獲得する重層的なプロセスは、「子育ての社会化」を検討する際に重要な視

点を提供する。

なお、本研究で用いる「伝統技能」とは、伝統芸能、伝統芸道、伝統工芸、伝統文化、伝統的な武

道、民俗芸能等における、前世代から受け継いだ各領域で必要な基本的な技能（スキル）を意味する。

また、伝統技能伝承における技能の「習得」や「学び」は、伝承と継承の過程における経験として位置

付ける。「わざ」「型」「伝統技能」「技能」は、子育て生活スキルに対応させる用語に位置づける。さら

に、「伝承者」は支援者に対応しながら、「継承者」は保護者に対応させて論じる。

1-2　支援プログラムの実践と研究
子育ての伝承性が失われ地域機能が低下した現代社会では、児童虐待防止に向けた専門家による支

援プログラムが開発され、その効果も検証されてきた。ペアレント・トレーニング（以下、PT）、前向

き子育てプログラム（以下、トリプル P）、親支援プログラム（以下、NP）、チャイルド・リソース・

センター（以下、CRC）、コモンセンス・ペアレンティング（以下、CSP）等である（寶川 2014；浦

山 2017；政策基礎研究所 2018）。PTは保護者が最良の治療者という考え方の下、養育スキルを習得

させるトレーニングだが、多様な子育て家庭の状況に応じた展開が可能であり、ADHD等の子どもを
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もつ親を対象にした調査からは、親の子育てスキルの知識を増やし子育てのストレスを低減する等の

有効性が検証されている（飯田 2002；阿部・深澤 2011）。また、オーストラリアで開発されたトリプ

ル Pは、認知行動・発達理論に依拠した親の心理教育プログラムとして、子育てスキルが身に付く実

践効果が確認され（堀口 2010；寶川 2014）、親子関係の改善や不適切な養育を防止する効果が実証さ

れている（増田・西嶋 2018）。また、カナダで開発された 0歳～5歳までの子どもの親を対象にした、

親の育ちをサポートするNPは、一定の養育スキルを身に付けるものではないが、参加者同士が相互に

学び合い親同士の支え合いをサポートすることで、自己肯定感と活気が高まり、疲労回復や仲間づくり

の効果と母親のエンパワーメントが報告されている（寶川 2014；中山 2017；浦山 2017）。同じくカナ

ダでの親子再統合プログラムを参考に作成されたCRCは、養育スキルの脆弱な母親に有効とされてい

る（政策基礎研究所 2018）。さらに、アメリカの児童福祉施設で開発され虐待を行った親への支援に活

用されるCSP は、非暴力の子育ての具体的なスキルを獲得することができ、日本では親子関係の再構

築支援の保護者支援プログラムとして有効性が示され、広く一般的な親や高校生に向けた児童虐待予防

や、よりよい子育てに向けた意欲が促進される効果も期待されている（久保他 2016；藪 2016；政策基

礎研究所 2018）。

一方で、イギリスで始まった地域の子育て経験者がボランティア（以下、HV）として訪問するホー

ムスタート（以下、HS）の効果も報告されている（西郷 2011）。ピアサポートの柔軟性や有効性を活

かし、傾聴と協働を原則に利用者と共に家事・育児活動を行いながら、子育て家庭のニーズ2 をくみ取

ることに特徴があり、公的支援のすき間で見落とされがちな親の虐待予防的な効果が期待されている

（西郷 2011；尾島・田中 2016；野澤 2017）。しかし、「子育ての社会化」に向けて、地域社会の人々の

関係性のなかで子育てに必要な知恵やスキルを伝え合う伝承型の支援についての検討は、管見の限り見

出せない。

1-2　本研究の目的
本研究の目的は、児童虐待防止に向けたオルタナティヴ3 な視点を、伝統技能伝承のあり方から示唆

を得ることにある。2016 年の児童福祉法等の改正では、児童の主体的な権利が明示され、子どもの養

育は社会全体で担い協働する「子育ての社会化」が示された。しかし、児童相談所における虐待相談対

応件数は増加し続け、対策を強化せざるをえない状況にある（厚生労働省 2019）。一方で、伝統技能伝

承の領域では、次世代の継承者が地域の支援的な関係のなかで「稽古」に励み承認を受けながら、自己

肯定感を高め自立する機能が維持されている（西尾 2006）。そこで、本研究では、「子育ての社会化」

に向けて、まず、伝統技能伝承のあり方を関連文献から検討し、子育て生活スキルを地域社会の関係性

のなかで伝承する知見を得る。次いで、伝承実践の「場」のフィールドワークから示唆を得て、保護者

が地域の人々との関係性のなかで子育て生活スキルを獲得し、社会関係を形成する支援のあり方を検討

する。
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2　関連文献の検討

2-1　方法
2-1-1　検索方法

従来のプログラム型支援とは異なる伝統技能伝承のあり方の特性を見出すため、まず伝統技能にお

ける「わざ」の伝承と継承の過程にケアリング関係の生成を見出した生田論文（生田 1987）を軸にお

いた。次いで、2000 年 1 月から 2020 年 1 月までに発表された、伝統技能伝承のあり方に関する国内文

献についてデータベースを用いて検索を行った。キーワードは、伝統芸能、民俗芸能、稽古、伝承、継

承、人材育成、教育、技能、わざ、を条件に検索した。本研究の目的に関連する文献 42 件を選定し、

そのなかでも特に本研究に関連した 11 件を精選し、それらを分析対象とした。

2-1-2　分析方法

まず、「子育ての社会化」に向け、保護者が地域社会において人々の関係性のなかで、家事スキルと

養育スキルを習得するに伴い対人関係スキルを向上させる伝承型支援を検討する際に必要な、伝統技能

の伝承・継承のあり方の特性、伝統技能伝承に伴う機能、伝統技能伝承の継続性と社会化の 3つの観点

から分類した。次いで、文献が扱う領域を整理し、3つの観点に関連する記述の概要を表 1にまとめた。

2-2　倫理的配慮

本調査は、「洗足こども短期大学研究倫理基

準」及び「洗足こども短期大学倫理委員会規程」

を遵守のうえ実施した。自説と他説を厳格に峻別

し、関連文献の知見のうえに新たな知見を重ね検

討した。

2-3　結果
分類の結果、①伝統技能伝承における「わざ」

習得の特性、②伝統技能伝承における教育的機

能、③伝統技能伝承を通した地域社会での子ども

の育ち、④伝統技能伝承における自己の修復並び

自己肯定感の獲得を支える仕組み、⑤伝統技能伝

承における新たな「価値」の再生、の 5つのカテ

ゴリーに分類することができた。まず、それぞれ

の文献の代表著者名、発行年、扱う領域、本研究

に関連する記述の概要を、表 1に示した。次い

で、5つのカテゴリー別に、本研究に関連する内

容について整理した。

表 1　伝統技能伝承に関する関連文献の概要



‒ 69 ‒

伝統技能伝承のあり方にみる 児童虐待防止対策におけるオルタナティヴな視点

五

2-3-1　伝統技能伝承における「わざ」習得の特性

「わざ」の習得は、段階的学習とは異なり、「模倣」「非段階性」「非透明な評価」を特徴とする（生

田 1987：21）。弟子である継承者が入門によって、「わざ」言語を用いた「わざ」の「世界への潜入」

を成し、師匠である伝承者と生活の場を共にし、伝承者の動作を模倣しながら、継承者独自の目標

に応じて得られる内在的な成功感によって、自らがより大きな目標を設定し探究を深めていく（生

田 1987）。「わざ」の習得は学校的な知識の伝達と異なり、継承者と伝承者がそれぞれの生活経験を背

景に、「わざ」を媒介にした「独自のケアリング関係」を形成し、間接的な教育的意義をもちながら習

得される（生田 1987：190-192）。また、伝統技能伝承の場である「稽古」では、「わざ」の習得を目指

しながら「わざ」から離れ、状況に合わせてシナリオを手放し、予測できないハプニングに対応できる

よう「全体」を捉えることを身体化させる学習と脱学習の反転が、「稽古」に臨む継承者の人格に変容

を生じさせ成長を促す（西平 2019）。また、そのような姿勢で営む日々の暮らしもまた「稽古」にな

り、初心者の視点に寄り添い、失敗や「つまづき」を乗り越えていく手順の工夫が「稽古」にはあり、

「わざ」は練習とは異なる「稽古」の思想によって習得される（西平 2019）。

2-3-2　伝統技能伝承における教育的機能

永井（2019）は、知的障害特別支援学校の作業学習（窯業班）における技術・技能の獲得が、繰り返

す過程において身体で覚え、師匠である伝承者の技術を模倣する「わざ」の伝承と相似することに着目

した。窯業が地場産業として盛んな地域に隣接する学校で調査を実施し、繰り返しによって身体的に習

得する「技術面での向上とともに、コミュニケーション能力や人間関係の形成能力の向上が認められ

る」ことが、「実習記録の自己評価などの上昇」によって確認された（永井 2019：77）。また、「わざ言

葉」に対応する「オノマトペ（擬態語・擬声語）」を用いて、作業学習の道具や材料の扱い方、操作方

法の理解に活用し授業改善を図ったところ、技術的向上とともに、コミュニケーション能力の向上と

意欲の伸長が認められ、「職業的自立や社会生活に必要な能力の向上に貢献した可能性」が示唆された

（永井 2019：77）。住岡（2015）は、伝統技能伝承による教育は、地域で子どもを育てるために多彩な

可能性を秘めた社会教育及び地域づくりの一環として期待される新しい教育領域であると述べている。

そこに内包される教育的価値として、①「社会規範意識や倫理性、および感性と美意識」の教養基盤が

培われ社会化を促す、②伝承する「型と身体性」によって「個性を引き出し培う」、③教える側の「消

極的性格」が「学びの主体化を促す」、という 3つの価値をあげて論じている（住岡 2015：28-31）。

2-3-3　伝統技能伝承を通した地域社会での子どもの育ち

岩手県陸前高田市の神楽保存会は、地区で年 3回の公演や敬老会、地区運動会・祭り、芸能発表会

等に向け、公演前に 10 日間程度、地区の子どもたちや、小学校で神楽を伝承している。それらの活動

は、「子供と大人が交流できる」「子供の間で教えあいができる」「子供たちがあいさつをする」「お母さ

んたちが熱心に応援する」「郷土愛の醸成につながる」等の教育機能だけでなく、地域社会の一員とし

ての意識を高め、地域づくりに寄与する機能を有していた（平口他 2010：65）。また、滋賀県草津市下

笠町のサンヤレ踊りの伝承活動は、①子どもが近所で異年齢の仲間づくりを積極的に行う、②子どもの
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地域への関心・愛着が育った等、子どもの育ちに寄与していた（永井他 2003）。一方で、岩手県盛岡市

の民俗芸能の黒川さんさ踊りは、共同体外部者に踊りを教えるため、伝承に「学校的な場」が登場し、

「あいまいな教え方」が「システマティックな教え方」に変化すると、言葉による説明が多用され、地

元の子どもたちの踊りが「ラジオ体操みたいだ」と評されるようになった（西郷 2002：135-137）。

それを機に教え方が見直されると、口唱歌が積極的に使われ、伝承者が踊りの手本を見せる等従来の

稽古に変わり、子どもたちの踊りが地域社会の関係性のなかで自由に表現されることが示された（西

郷 2002：137）。

2-3-4　伝統技能伝承における自己の修復並び自己肯定感の獲得を支える仕組み

寺野（2017）は、伝統工芸技術における人材育成を、犯罪者更生に活かそうと検討した。伝統技能伝

承を始めとする芸術・文化活動は、「非威嚇的な環境を提供し、犯罪者更生を促す代替的手法」として

評価されており、「創作的活動は絶対的価値にとらわれずに想像や感情の表現」を可能にし、「自己の修

復」の効果をもつ（寺野 2017：74）4。そのような効果から、「社会との繋がりの構築、やりがいや生き

がいの対象の確保、自尊の修復などの可能性」も期待されている（寺野 2017：81）。一方で、伝統芸能

の専門職の育成においては、厳しい稽古に耐え技能を磨き、自己肯定感を高め成長を促す伝承の仕組み

がある。西尾（2017）によると、芸舞妓は「疑似家族関係」、能楽師は「師匠と弟子」という支援関係

を結ぶ仕組みがある。さらに、主たる伝承者以外に先輩等他の周辺の伝承者が、継承者の育成に役立つ

関係性を結ぶ仕組みがある。また、技能の習熟に応じて儀式等の節目があり、習得した技能を発揮する

場（舞台等）で多様な専門家と協働することが、承認や評価を得る機会になる仕組みになっている（西

尾 2017：16-17）。

2-3-5　伝統技能伝承における新たな「価値」の再生

渡邊（2005）は、世界規模のグローバルな潮流のなかで、自らの独自性を問い直す「ローカル」な価

値を「伝統文化」や「地域文化」に見出した。「『伝統文化』が地域に根ざす人々によって生きられ、

『地域文化』として息づくとき、否応なく、時代への柔軟な対応や軌道修正を求められる」とし、「現

代的な文脈の中でいかに再構成し、新たな世界を構成する価値へといかに再生させ得るか」を問うた

（渡邊 2005：69）。一方で、竹内は、世代を超えて経験が伝わっていく仕組みを伝統工芸や伝統芸能の

領域に見出し、過去に廃れた実践知が復元し再び興隆する事例があることから、「途絶える実践知」と

「復活する実践知」に着目し、世代から世代へ伝承者の経験が伝わることを「世代の越境」とした（竹

内 2016：109-112）。また、「世代の越境」の観点から復元や伝承を捉えると、復元や伝承は後続世代を

育てるだけでなく、伝承者が自ら次世代の継承者に残したい価値を明確にし、自身が生きた時代の意

味づけや、今後の継承者との関わり方を見出す、「生成継承性」5 の発達プロセスといえる（竹内 2016：

118）。

2-4　考察
ここでは、関連文献を検討した結果を、伝統技能の伝承・継承のあり方の特性、伝統技能伝承に伴う
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機能、伝統技能伝承の継続性と社会化の観点から考察する。まず、伝統技能伝承・継承のあり方の特性

として、継承者が「わざ」の「世界への潜入」によって伝承者から「わざ」を継承する過程において、

「わざ」は伝承者-継承者の其々の生活経験を含みながら両者間を交差し、伝承者-継承者の間にケアリ

ング関係を形成するという特性が見出された（生田 1987）。伝承者-継承者間のケアリング関係は両者

間に留まらず、継承者-継承者間においても、互いの生活経験が「わざ」を通して行き交い、共感を生

み、人格的な交流がもたらすことが示唆された。従って、伝統技能を伝承・継承する「稽古」は、「わ

ざ」を始めとする媒体物を介して人々のケアリング関係を取り結ぶ「場」といえる。また、「稽古」は

実践現場で適時適切に対応するために、身につけた「わざ」から一度離れ、全体を捉え流れるように対

処する「暗黙知」を働かせながら（西平 2019）、周囲とケアリング関係を結ぶ「わざ」の社会化を促す

「場」であると考えらえる。

次いで、伝統技能伝承に伴う機能として、教育的機能が見出された（住岡 2015；寺野 2017；永

井 2019）。日々繰り返される「稽古」のなかで「わざ」を習得する身体性や「わざ言語」による間接性

による教育的意義が示唆された。「わざ言語」に対応するオノマトペを用いた作業は、ケアリング関係

を深め学ぶ側が安心できる環境を提供し、安全なケアリング関係の下で作業効率が上昇し、円滑な人間

関係を形成する能力が培われると推察される。また、挨拶から始まる稽古の規律性は継承者の社会化を

促し、「型」等の身体的な体得は個性を引き出し培う。さらに、伝承する側の消極的な姿勢が継承する

側の学びの主体化を促す教育的機能も示された。一方で、絶対的価値にとらわれない創造的な空間であ

る伝承の「場」が、非威嚇的な環境として自己を修復する機能をもつことも示唆された。また、技能伝

承だけでなく生活場面も共に過ごし継承者を育てる疑似家族的な支援関係のなかで（西尾 2017）、上達

に伴い地域社会で承認を得る機会を設けることが、継承者の自己肯定感を高め自立させる機能になるこ

とも見出された。

さらに、技能伝承の持続性と社会化の観点から検討すると、伝統芸能や民俗芸能を継承する行事等

は、子どもたちが地域生活者として、行事を通して地域社会の物語を共有し、地域への愛着や役割意識

（永井他 2003；平口他 2010）をもつことで、周囲とケアリング関係を形成することが示唆された。伝

統技能の伝承は、地域社会の維持機能を有するだけでなく、伝承者の丁寧な稽古（西郷 2002）がエン

パワーメント機能をもつと推察される。また、伝承は長い歴史のなかで、選ばれた「価値」が伝えられ

ることから、技能伝承を継続させるには、伝える技能や「わざ」にある普遍的な価値を継承・再生する

ための軌道修正や（渡邊 2005）、実践知が世代を超えてつながる生成継承性を（竹内 2016）、伝承者と

継承者双方の発達プロセスから捉えることが重要になる。伝承者が技能の伝承を通じで自らが見出した

「価値」を次世代に伝える役割を獲得する生成継承性の発達プロセスがあることが示唆された。日本の

里帰り出産が、子育て生活スキルを伝承するだけでなく、伝承者の母が祖母になる新たな役割を獲得す

る成長の「場」でもあるように、伝承と継承の「場」は、受け継がれる「わざ」や技能を通して行為者

の自己を社会化させ、発達段階の統合へ向かう過程といえよう。

以上から、伝統技能伝承における技能は、伝承者と継承者の互いの生活経験を含んだ実践知や経験知

として行き交い、互いにケアリング関係を形成し、地域機能を維持することが示唆された。ひいては、

伝統技能伝承の文脈で子育て生活スキルを捉えると、スキルを媒体にした支援者と保護者の単相的なケ
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アリング関係を、地域社会で複相的に広げることで、「子育ての社会化」に寄与できると期待される。

3　フィールドワーク

3-1　方法
3-1-1　調査対象

本調査の対象は、初学者の小学生を対象に伝統技能伝承の「場」を設け、日本舞踊の伝承を実践す

る日本舞踊協会A支部 Bブロック自主事業「おどりの寺子屋」における伝統技能伝承の実践である。

「おどりの寺子屋」は、子どもたちが地域で古典芸能に触れる機会を作るため、2010 年（公社）日本舞

踊協会A支部 Bブロックの主催で立ち上げたプジェクトである6。グローバル化が進むなか、古典芸能

を次世代に伝承すると共に、子どもの育ちを応援するため、日本舞踊協会の事業の一環として企画され

た。日本舞踊に初めて触れる小学生が、夏休みに国立劇場大劇場の舞台に立つことを目標に、3月から

8月下旬の舞台本番までの約 6か月間、地域の公共施設で仲間と一緒に稽古に励む。指導者は全員が、

日々稽古で「わざ」を磨き本番の舞台に立つ現役の舞踊家であり、次世代の育成に携わる伝承者であ

る。日本舞踊を通じて一つの目的を達成する体験を子どもたちと共にし、伝統の踊りを伝えるなかで子

どもの育ちと世代間交流を図る取り組みである。Bブロック地区の教育委員会の後援を受けており、参

加者の募集はインターネットと広報（チラシの配布と設置等）に依る。各区教育委員会より各区内の小

学校、幼稚園等の広い範囲でチラシを配布し、周知されている。また、プロジェクトは原則隔年で開催

し、間の年にはワークショップを開催している。

3-1-2　データ収集

データ収集期間は、2019 年 8 月から 2020 年 3 月である。参与観察（舞台、稽古場、ワークショップ

等）、関係者の語りの聞き取り（プロジェクト責任者A氏を始めとする伝承者、継承者（小学生）、保

護者等）、資料閲覧（過去のアンケート調査等）によってフィールドワークを実施し、フィールドメモ

を元にフィールドノーツを作成しデータを収集した。 

3-1-3　分析方法

フィールドノーツのA氏の語りのデータを質的記述的研究の手法によって質的な内容分析を行っ

た。なお、質的記述的研究は、理論をつくりだすことを目的とせずに、研究対象となる現象を記述する

ことで、その現象を理解することを目的とする分析方法である（グレッグ美鈴 2007：56-57）。まず、

語りの内容は大きく分けて、伝統技能伝承一般の語りと、「おどりの寺子屋」における伝統技能伝承の

語りに分類できた。各語りの内容を、①記述的なデータのコード化〈　〉→②コードの分類によるサブ

カテゴリーの形成《　》→③サブカテゴリーの分類によるカテゴリーの形成【　】の順で分析を行った。

3-2　倫理的配慮
本調査は、「洗足こども短期大学研究倫理基準」及び「洗足こども短期大学倫理委員会規程」を遵守
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し実施した。ご協力頂いた団体代表者の了解を得て団体名を公表させて頂き、プライバシーを守る配慮

を行った。A氏の語りの分析結果の公表についても、ご本人に内容を確認して頂き文書で了解を得た。

3-3　結果
3-3-1　伝統技能伝承一般の語り

伝統技能伝承一般についての語りの分析結果を表 2に示した。まず、6のカテゴリーと、15 のサブ

カテゴリー、27 のコードに分析された。具体的には、①【非威嚇的環境が継承者に提供する「居場

所」と「自己肯定感」】、②【伝承-継承の相互行為における「承認」される継承者の「自己成長」】、③

【「型」を媒体に身体的に体得される「価値」と「実践知」】、④【伝承の「受容」と「実践知」の社会

化】、⑤【「価値」を媒介にした「生成継承性」】、⑥【地域社会が担う成長と承認の次世代育成の機能】

の 6つのカテゴリーに分類できた。次いで、サブカテゴリーにおいては、①【非威嚇的環境が継承者

に提供する「居場所」と「自己肯定感」】の下では、《序列化によって妨げられる「包摂」と「自己肯

定感」》《勝敗の価値観によって妨げられる「個別性の尊重」と「自己肯定感の獲得」と「居場所の確

保」》の 2つのサブカテゴリーが見出された。②【伝承-継承の相互行為における「承認」される継承者

の「自己成長」】の下では、《伝承-継承の相互行為における序列化の脱構築》《伝承-継承の相互行為に

おける成長の発見と承認》《伝承-継承の相互行為における次世代の間接的な育み》《伝承-継承の相互行

為における次世代の主体性の獲得》の 4つのサブカテゴリーが見出された。③【「型」を媒体に身体的

に体得される「価値」と「実践知」】の下では、《「型」に伴い伝承-継承される「価値」と「意味」》《身

体的な相互作用で体得する「型」》《伝承によって維持される「型」の身体化》の 3つのサブカテゴリー

が見出された。④【伝承の「受容」と「実践知」の社会化】の下では、《伝承による「家族的な愛着」

と「受容」の経験》《疑似的多世代家族における次世代育成の役割獲得》の 2つのサブカテゴリーが見

出された。⑤【「価値」を媒介にした「生成継承性」】の下では、《相互の「価値」の承認と探究》《世代

を超えた新たな「価値」の生成と「社会化」》の 2つのサブカテゴリーが見出された。⑥【地域社会が

担う成長と承認の次世代育成の機能】の下では、《地域社会における次世代育成と役割獲得の機能》《お

どりを通した承認の獲得と自己実現の「場」の確保》の 2つのカテゴリーが見出された。

3-3-2　「おどりの寺子屋」における伝統技能伝承の語り

「おどりの寺子屋」における伝統技能伝承の語りの分析結果を表 3に示した。まず、3つのカテゴ

リーと、7つのサブカテゴリー、15 のコードに分析された。具体的には、⑦【伝承-継承で構築された

信頼関係を基盤に体得する社会性】、⑧【「待つ・切り捨てない」-「気づく・改める」両者の協働による

包摂的空間の構築】、⑨【成長プロセスにおける「承認」が生む「自己効力感」】の 3つのカテゴリーに

分類できた。サブカテゴリーにおいては、⑦【伝承-継承で構築された信頼関係を基盤に体得する社会

性】の下では、《規律性の共有と逸脱への対応》《個性を引き出すことによる周辺化の防止》の 2つのサ

ブカテゴリーが見出された。⑧【「待つ・切り捨てない」-「気づく・改める」両者の協働による包摂的

空間の構築】の下では、《可視化が促す「待たす側」「待たされる側」の相互理解》《待ってくれる仲間

の存在が遅刻者に与える影響》の 2つのサブカテゴリーが見出された。⑨【成長プロセスにおける「承
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表 2　伝統技能伝承一般の語りの分析結果
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認」が生む「自己効力感」】の下では、《子どもと大人が分断される生活構造》《日常と発表の場の分断

で結果しか見えない生活構造》《数値化されない「価値」を探究する成長プロセスで経験する達成と承

認》の 3つのサブカテゴリーが見出された。

3-4　考察
A氏の語りの分析結果を、関連文献の検討と同じく伝統技能の伝承・継承のあり方の特性、伝統技

能伝承に伴う機能、伝統技能伝承の継続性と社会化の観点から考察する。まず、①②③で示されたよう

に、伝統技能伝承・継承のあり方については、一斉教授と異なり伝承者-継承者のマンツーマン対応を

基盤に伝承されるため、勝敗の価値観が入りにくく、序列化や周辺化による緊張関係が生じにくいこと

が示唆された。①⑦からも、伝承者が継承者一人ひとりに向き合い個別性を尊重することで、脱落する

ことへの防止が可能になり、その結果、伝承の場が非威嚇的な環境として、誰もが安心して参加できる

居場所になると推察される。また、③からは、伝承者-継承者の身体的な相互作用のなかで、伝統技能

に内包された価値や意味を「実践知」として伝えることが示唆された。さらに、②によると、継承者は

表 3　「おどりの寺子屋」における伝統技能伝承の語りの分析結果

一
一
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伝承者からその都度、自己成長の承認を得られることが示唆された。従って、伝統技能伝承において

は、日々の稽古が自己肯定感の獲得と成長への意欲を促す効果をもつと推察される。加えて、稽古を見

学して間接的に伝承者-継承者の交流を経験した次世代（未だ継承者ではない者）が、主体的に稽古に

参加したという②のA氏の語りから、伝承-継承における非威嚇的な環境が、関与する人々の間にケア

リング関係を形成し、技能伝承の「社会化」を促すという④の状況が派生することが示唆された。

次いで、伝統技能伝承に伴う機能では、⑦⑧⑨より、伝承-継承で構築した信頼関係を基盤に社会性

を体得する機能が見出された。具体的には、まず、⑦⑧で示されたように、舞台稽古となる「おどりの

寺子屋」では、参加者に遅刻の防止等の規律性が求められる。しかし、実際には遅刻する参加者がいる

ため、⑧のように、A氏は遅刻者を待つことで周辺化を回避し、遅れる側に待つ側の姿を見せること

で状況を可視化させ、気づきと改善を促す。ここで、待つ側の「待つ・切り捨てない」姿勢と、待たせ

た側の「気づく・改善する」姿勢の両者にケアリング関係が形成され、稽古場を包摂的な空間に変容さ

せたと考えられる。それを機に、参加者全員に集団としての責任感が生まれ、遅刻者の社会性の獲得を

促したと推察される。また、⑨で示されたように、学校とは異なり保護者は稽古を見学し、子どもたち

が葛藤やつまずきを経て成長する姿を知ることができる。それによって、子どもたちは日々の努力が承

認され、達成や自己効力感を経験することが示唆された。

さらに、伝統技能伝承の持続性と社会化においては、まず、③⑤から、多様な技能や型を伝承する役

割を少数に留めず、仲間同士でお互いの技能を承認し研鑽するケアリング関係の形成によって、伝承の

持続性と社会化が可能になることが見出された。その状況は、⑤で「仲間と一緒に歩いていく答え探し

の旅」と表現された。また、④⑤⑥で示されたように、伝承者は「価値」が継承される受容体験を経て

次世代を育成する役割を獲得し、行事や発表の場を通して地域社会とケアリング関係を形成し、伝承を

持続させ社会化することが推察された。

以上、伝統技能伝承に、児童虐待防止対策における子育て生活スキルの伝承-継承を対応させ検討す

ると、子育て生活スキルは、伝える側と継承する側の実践知や身体知を含み行き交うなかで多様なケア

リング関係を形成し、相互の成長を促すことが示唆された。従って、子育て生活スキルの伝承-継承に

よるケアリング関係の輪を地域社会で広げることは、「子育ての社会化」の重要な要素になると考えら

れる。

4　総合的考察

本研究は、生活経験が乏しく充分な教育を受ける機会を得ることができなかった母親が、「子育て生

活スキル」を支援者との関係性のなかで習得し自己肯定感を高め、地域で社会関係を取り結び安定した

子育て生活を送ることができるよう、伝統技能伝承のあり方からオルタナティヴな視点を得ることを試

みた。伝承者と継承者が独自の生活経験を背景に、技能や「わざ」を媒介した「独自のケアリング関

係」（生田 1987：191）を形成しながら新たな役割を獲得する重層的なプロセスは、子育て支援におけ

る支援者と母親の間で世代継承性の発達を促し、「子育ての社会化」を図る視点として寄与することが

示された。
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一方、先行研究においては、地域の子育て経験者がボランティアとして子育て家庭を訪問する支援策

の効果も検証されている。HSは傾聴と協働を原則に利用者と共に家事・育児活動を行いながら、子育

て家庭のニーズをくみ取り、公的支援のすき間で見落とされがちな親の虐待防止も期待されている（西

郷 2011；尾島・田中 2016；野澤 2017）。本研究は、このような傾聴と協働から一歩踏み込んだ支援と

して、支援者と母親が子育て生活スキルを伝承-継承する際に形成されるケアリング関係において、地

域生活者として成長する母親が支援者から承認され、自己肯定感を高める支援機能を、地域社会に根付

かせ裾野を広げ、「子育ての社会化」を図るオルタナティヴな視点を提案した。特に、HSの支援の核

となる家族支援ニーズ 13 項目のうち、「（親の）孤立感への対処」、「（親の）自己評価への対処」、「家族

間の葛藤への対処」の 3項目の支援については、伝統技能伝承の語りのカテゴリー①【非威嚇的環境が

継承者に提供する「居場所」と「自己肯定感」】、②【伝承-継承の相互行為における「承認」される継

承者の「自己成長」】、⑥【「待つ・切り捨てない」-「気づく・改める」両者の協働による包摂的空間の

構築】における支援者の関わり方が援用できるだろう。なかでも、「家族間の葛藤への対処」において

は、保護者自身が他者に受入れられた経験が少ないことが、家族成員との関係性に影響を及ぼしている

可能性が高い。⑧で示された伝統技能伝承の実践例では、集団の規律性に馴染めず遅刻を繰り返す親子

を待つことで、その親子に「切り捨てない」というメッセージを送り、見えづらい相手側の不調や事情

に思いを馳せ、親子が取り残され周辺化することを防いだ。一方で、遅刻した親子も、「つまづき」を

受け入れられたことで、規律性と社会性を身に付け、集団に積極的に関わるようになった。両者が協働

で逸脱の緊張を乗り越え、その「場」を包摂的な空間に変容させたといえる。従って、「家族間の葛藤

への対処」という家族の関係性の問題においても、支援者と母親がケアリング関係で相互に「受け入れ

る」「受け入れられる」機会をもち、母親が「受け入れられる」経験を重ねることで、他者を「受け入

れる」余裕が生まれ、家族間の葛藤に対応できる自尊心が育つことが期待される。

「子育て生活スキル」伝承型の支援は、地域生活者の経験知と実践知を活かし、子育て家庭を中心に

生成継承性の発達プロセスを辿り、お互いの存在の意義を確認し合いながら、次世代の命を育む役割を

協働で果たせるものと考える。支援者と母親の関係に限らず、「子育て生活スキル」とその「暗黙知」

を媒体に、地域生活者間におけるケアリング関係を巡らせた生成継承性を、地域機能に取り入れ根付か

せることが、専門職であるソーシャルワーカーの役割になるだろう。地域生活者が生活の知恵として

培った「わざ」「技能」である「子育て生活スキル」が、人々の育ちの物語り・子育ての物語として共

有され、住民相互のケアリング関係が形成され根付く仕掛けづくりが、「子育ての社会化」に向け求め

られる。

5　まとめ

本研究は、生活経験が乏しく子育て生活に困難を抱える母親が、地域生活者である支援者との関係性

のなかで、「子育て生活スキル」を習得し、自己肯定感を高め、地域社会で社会関係を取り結び安定し

た子育て生活を送ることができるよう、伝統技能伝承のあり方から示唆を得た。まず、優劣の価値観や

序列化のない非威嚇的な環境で、支援者と母親がケアリング関係を形成し、母親の安全な居場所を確保
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する視点である。次いで、支援者との身体的な関わりを通して「子育て生活スキル」を習得した母親の

成長を支援者がその都度に承認し、母親の自己肯定感を育てる視点である。さらに、母親に規律性や社

会性に課題がある場合も受け入れ、排除と周辺化を防止しながら地域社会に包摂的な空間を構築する視

点である。これらのケアリング関係を支援者と母親の間に留めず、子育て家庭を中心に地域住民の間に

広げ根付かせ、生成継承性を巡らせる「子育ての社会化」に向けた橋渡しが、ソーシャルワーカーの役

割となる。なお、本研究の限界として、フィールドワークにおいて継承者の語りを調査対象として分析

していない点があげられる。今後の課題として、伝承者と継承者の双方の語りから考察を深めたい。
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中での拡大的で多面的な育児であったのが、近年になり、縮小した階層関係、希薄化した近隣関係、核家族
化のなかでの両親や母親による限定的で一面的な育児になったとし、前者を複相的育児、後者を単相的育児
と呼んだ。

2　Joyce K & Elizabeth, Y（2013）によると、家族支援のニーズは、親の（子育て）スキル、親自身の福祉、子
どもの福祉、家族のマネジメントの 4つの領域に、13 のニーズがある（尾島・田中 2016）。

3　White, M & Epston, D（1990）は、人間の状況について客観的現実に基づくとされる専門的教義の言説に距
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で、対象者が文化芸術活動に携わることが、自立更生支援に有用な可能性をもつことを示唆している。
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